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1．はじめに

電子カルテとは、診療経過などを記録する紙のカルテを電子

的なシステムに置き換え、電子情報として一括して編集・管理

し、データベースに記録する仕組みのことである(Wikipedia)。

壁画専用電子カルテに求められる機能として､2013年度研究

調査報告書では、以下の7つを挙げた。

(1)管理者、編集者、閲覧者それぞれのアクセス可能範囲が明

確化されていること。

(2)データベースとしての長期的な記録保存（サーバに保存さ

れているオリジナルデータの長期的維持）が保証されること。

(3)利用を効率的にするための検索機能を備えていること。

(4)医療、物理化学、保存科学、美術史学、考古学、建築学な

どさまざまな学術的専門分野からの診断に対応していること。

(5)自己増殖力をシステム自体が内在していること。

(6)記録項目のグローバル・スタンダードを決定すること。

(7)修復・保存のための介入にあたって、優先順位を決定する

ための基本的判断材料とすることができる。

この機能を有する現行の仕組みとしては、wikiがあり、その

3つの大きな特徴を列挙する。

(1)誰でも自由に編集できること。

通常、Webサイトには管理者がいて、管理者本人や、権限を

与えられた一部のスタッフにしかページの編集はできない。し

かし、Wikiの場合には、サイトを訪れた者は誰でも自由にペー

ジを書き換え、保存することが可能である。たとえばページの

間違いに気づいた者が、管理者の手を煩わせることなく、自分

で修正することができる。このため、Wikiは複数人での共同作

業や、グループ内での情報共有に向いていると言われている。

もちろん、不特定多数の人間にページの書き換えを自由にして

しまうと､ページが荒らされる危険が生じることも事実である。

厳格に管理されているWikiの場合には､たとえ編集が自由にで

きたとしてもページを荒らされることは少ないが、それでも対

策を講じておく必要はある｡現在開発されているWikiアプリケ

ーションのほとんどが、ページを編集できないようにする「凍

結機能｣を備えており、特定の人間だけに編集権限を与える｢ユ

ーザ管理機能」を備えたWikiもある。つまり、Wikiの公開・

非公開にかかわらず、必要に応じてアクセスを適切に管理する

ことができるわけである。

(2)Webブラウザだけで更新できること。

ある程度Webを利用している者にはよく知られた機能であ

るが、HTML(Webに記述するための言語）を覚えたり、ファ

イルをFTP(ネットワークでファイルを転送するためのシステ

ム）でアップロードしたりすることなく、Wikiの場合にはフオ

ームに入力した内容をそのままWebページに反映することが

できるというメリットがある。

これと同じタイプのものにBBSなどの掲示板システムなど

があり、最近では多くの人が自分のブログを立ち上げ、Webブ

ラウザを使って更新している。Wikiがほかのアプリケーション

と異なる点は、時系列で記事を管理し、上に上にと積み重ねて

いく掲示板やブログと違い､Wikiでは好きなページの好きな部

分をどこでも自由に編集できることである。

(3)ページをリンクすることが容易なこと。

この自由度の高さからくる必然的マイナス面として、Wikiは

情報が散漫になりやすいという問題を抱えてはいるが、その対

応策として、散らばりかけたページを結びつけてくれるリンク

機能を自ら備えている。通常、Webページにはそれぞれ固有の
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